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オープニング映像 

第一部 少年時代から作曲家デビューまで 

 少年時代（解説）…『早春』 

 戦時中のこと（解説）…『彼岸花』 

 終戦後のこと（解説）…『浮草』 

 作曲家デビューの頃（解説）…『秋日和』 

休憩（10分間） 

第二部 小津監督との出会いから別れ 

 小津監督との出会い（解説）…『東京物語』（演奏） 

 『東京物語』の隠れた名曲誕生秘話（解説）…『夜想曲』（演奏） 

 小津監督が好んだ「お天気のいい音楽」とは（解説）…『サセレシア』（演奏） 

 『秋刀魚の味』のポルカには歌詞が付くはずだった？（解説） 

 …『秋刀魚の味』メインタイトル～ポルカ～エンディング（演奏） 

 小津監督との別れ（解説）…『オルゴール』（演奏） 

詩人・柏木隆雄「斎藤高順さんとの思い出」 

エンディング映像 

小津映画の音楽を生演奏で愛でながら 
作曲家・斎藤高順の人と作品を語る会 

解説：斎藤民夫、柏木隆雄 
演奏：斎藤章一、内藤景子、増井裕子 
アレンジ：増井咲 



原節子さんのご冥福を 

心よりお祈り申し上げます 



「小津安二郎 DVD-BOX 特典映像」より、 

原節子と笠智衆が登場する珍しいJRのCM映像 

小津安二郎と佐野周二の中国戦線からの

ニュース映像 

斎藤高順のインタビュー映像 

 

上記を続けてご覧下さい。 



「小津安二郎 DVD-BOX 特典映像」より 
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斎藤高順インタビュー映像 



【フリートーク①…作曲家のちょっと変わった日常】 
ほぼ家にいて、寝てるか、呑んでるか、ピアノを弾いてる 
昼夜逆転、一晩中人が出たり入ったり 
大酒呑みでヘビースモーカー、書斎は煙幕で前も見えず 
ピアノの下が仮眠室、人が床でゴロゴロ寝てる 



第一部 少年時代から作曲家デビューまで 

少年時代 

 兄（貫一）と昭和元年頃、母（たみ）と昭和13年頃 

BGM：『秋日和』より「秋子と間宮1」 作曲：斎藤高順 



私は1924年（大正13年）東京は深川の生まれで、

家業は酒屋でした。 

男ばかり3人兄弟の真ん中です。 

 

子供の頃から運動音痴で、野球のルールさえ知らな

かった私に、音楽の才能があると見込んでくれたのは、

日大一中時代の恩師、音楽の斎藤太計雄先生でし

た。 

BGM：『秋日和』より「送別ハイキング」 作曲：斎藤高順 



見よう見まねで始めたピアノでしたが、斎藤先生は私

が専門家の先生について、本格的に音楽の勉強をす

ることを父に勧めてくれたのです。 

 

しかし、明治生まれの頑固者の父は、「音楽など女子

供のやるものだ！」と言って猛反対しました。 

私はすっかり落胆し、食欲もなくすほど元気を失って

しまいました。 



そんな様子を見て母はひどく心を痛め、とうとう頑固

者の父を説得してくれたのです。 

 

しぶしぶ了承した父でしたが、私が並々ならぬ熱意で

音楽に取り組む姿を見て、やがて理解を示してくれる

ようになりました。 

 

そして、戦時中の物のない頃に、グランドピアノのスタ

インベッヒ（ドイツ製スタインウェイ）を買ってくれたの

です。 



しかも、レッスン料の高い有名な作曲家の先生にも

通わせてくれて、音楽の勉強に励むことができました。 

 

また、ピアノは戦災にあう前、長野の疎開先で大切に

保管してくれるなど、父からは大変な恩を受けました。 



それなのに、どうしても価値観が合わず、亡くなるま

で親しく酒を酌み交わすこともありませんでした。 

 

今思うとそのことが大変悔やまれますが、今さらどう

にもならずとても残念に思っています。 



「早 春」              ピアノ演奏：斎藤高順 



早 春    作曲 斎藤高順 

1956年（昭和31年） 松竹株式会社 

音源：『秋刀魚の味 －小津安二郎名作映画音楽集－』（日本クラウン株式会社） 
 



早春 主題曲（昭和31年度松竹作品より） 

 

さわやかな早春を想わせるようなマンドリンの独奏に

始まるこの曲は、タイトルとエンドだけに用いられ劇中

には現われておりません。 



マンドリンのあと弦、フルート、弦とつづいた後、再び

マンドリンによって曲は結ばれます。 

マンドリン独奏は、当代の一人者竹内郁子さんです。 

（解説：斎藤高順） 



【フリートーク②…正月は自宅が大宴会場に！】 
自宅が宴会場と化し、人でごった返す 
家が合コン会場になり、後に結婚するカップルも出現 
おつまみは超手抜き、ポテチとピーナッツが定番 
宴会で出した冷凍ピラフが何故か大好評に 



戦時中のこと 

音楽学校の頃（芥川也寸志、團伊玖磨、斎藤高順、奥村一、依田光正） 

BGM：『秋日和』より「秋子と間宮2」 作曲：斎藤高順 



上野の東京音楽学校（現東京芸術大学音楽学部）

の作曲科に入学したのは、戦争中の1943年（昭和

18年）です。 

 

同期に、芥川也寸志、奥村一、依田光正、一級上に

は團伊玖磨がいました。 

BGM：『秋日和』より「平山の再婚話」 作曲：斎藤高順 



音楽学校の2年に在学中の1944年（昭和19年）に

は、当時大東亜戦争といわれていた第2次世界大戦

もますます激しくなりました。 

 

学生の特権であった徴兵猶予も廃止され、私の先輩

たちも次々に戦地へ送られていきました。 



将来を嘱望された作曲科の優秀な学生からも、たく

さんの戦死者が出ました。 

 

それを憂慮した当時の校長であった乗杉嘉寿氏と陸

軍戸山学校軍楽隊長の山口常光氏とが話し合いの

機会を設け、音楽学校の生徒で徴兵適齢者は軍楽

隊に入れて、音楽で国のために尽くしてもらおうとい

うことに決まりました。 



私と芥川、奥村、團は作曲専攻でしたが、軍楽隊で

は私と芥川はサキソフォーン、奥村はオーボエとバ

ズーン、團は打楽器を与えられました。 

 

乗杉校長と山口隊長のご英断により、私たちは命拾

いしたことになります。 

もし、このことがなければ、私たちは全員戦死してい

たかも知れません。 



「彼岸花」             ピアノ演奏：斎藤高順 



彼岸花    作曲 斎藤高順 

1958年（昭和33年） 松竹株式会社 

音源：『秋刀魚の味 －小津安二郎名作映画音楽集－』（日本クラウン株式会社） 



彼岸花 主題曲（昭和33年度松竹作品より） 

 

短い前奏のあと、弦楽器を主体にゆるやかな旋律が

現われます。 

 

これは主人公夫妻（佐分利信、田中絹代）が、他人

の娘には結婚をすすめながら、自分の娘（有馬稲子）

が相手（佐田啓二）を見つけると、冷静さを失ってしま

うという、矛盾した親心を現わす場面に出て来るテー

マです。 



いわゆる心理描写の音楽ではなく、小津監督がよく

注文された"お天気の良いような"音楽です。 

 

このあと弦楽四重奏で奏される部分は、京都の旅館

の娘（山本富士子）に主人公が結婚をすすめる場面

で用いた音楽で、このシーンは特に印象の深かった

ものです。 



又はじめのテーマが全楽器で奏され、曲は終ります。 

里見弴原作になるこの映画は、文部大臣賞及び都

民映画コンクール金賞を受賞しております。 

（解説：斎藤高順） 



【小津トリビア①】 

宴会で小津監督が、アコーディオン奏者村上茂子

さんによくリクエストした曲とは何でしょう？ 

宴会で小津監督が一杯気分で歌った曲は？ 



カラオケなど無い時代ですから、松竹音楽部のアコー

ディオン奏者村上茂子さんを伴って飲みに行くことが

ありました。 

 

そんな時、小津監督が村上さんによくリクエストした

曲があったそうです。 



小津監督は、自分が好きな音楽を映画の中でも使用

する傾向がありました。 

 

フォスターの作品や、『宗方姉妹』でも登場した「ビア

樽ポルカ」、宝塚歌劇団の曲「すみれの花咲く頃」や

「モン巴里」などを、監督は村上さんによくリクエストし

たそうです。 



宴会で小津監督がよくリクエストした曲 

 

ビア樽ポルカ 

モン巴里～宝塚少女歌劇団花組～ 



また、宴会で小津監督は酔いが回ってくると、よく口

ずさんだ歌がありました。 

 

 『お茶漬けの味』で笠智衆も歌っていた「戦友の遺

骨を抱いて」と、同じく『お茶漬けの味』に出演した鶴

田浩二の歌でも有名な「湯島の白梅(はくばい)」が

お得意の一曲でした。 



小津監督が一杯気分で歌った曲 

 

戦友の遺骨を抱いて  唄：東海林太郎 

湯島の白梅(はくばい)  唄：鶴田浩二 



終戦後のこと 

焼け野原となった東京の街 

BGM：『秋日和』より「秋子と間宮3」 作曲：斎藤高順 



時は1945年（昭和20年）5月でした。 

3月10日の東京大空襲で牛込の戸山学校は全焼し、

軍楽隊は焼け残った浅草橋の日本橋高等女学校の

1階に仮住まいしていました。 

 

その頃、作曲をやっていた4人（私、芥川、奥村、團）

には、特別の任務として部隊歌や吹奏楽曲の作曲が

命じられ、一人ずつピアノ付きの個室が与えられまし

た。 

BGM：『秋刀魚の味』より「路子のたびだち」 作曲：斎藤高順 



ところが、それからわずか3ヶ月後の8月15日に戦争

は終わり、同時に軍楽隊も解散となったのです。 

 

敗戦のショックで茫然自失となった私たちは、隊に

残っていた樽酒を全部自由に飲ませてもらいました。 

 

粗末なアルミニュームの食器で冷酒をガブガブと飲み、

結局何杯飲んだのか覚えていません。 



深川にあった実家は全焼してしまいましたが、幸い両

親は長野に疎開していて無事でした。 

 

その後、江古田のアパートに住んでいた兄の友人が、

転居するので部屋が空くからそこに住まないか、とい

う話を聞き早速引っ越しました。 

 

江古田のアパートは四畳半一間で、小さい流しがあ

る他はトイレもない所でした。 



親に無理な仕送りは頼めないので、配給のビールを

知人に高く買ってもらったこともありました。 

 

1日の主食があまり大きくないコッペパン3個の時も

あり、いつも腹が空いていたので、朝に3個食べたこ

ともありましたが、その後の食事はどうしたのか記憶

にありません。 



ある日、友人が訪ねてきたので歓迎のつもりで、板切

れで作った箱の内側にブリキを張ったパン焼き器に、

あり合わせの小麦粉をこねて入れました。 

 

部屋の隅にあるコンセントにソケットを差し込んだ途

端、バッと火花が飛んだと思ったらアパート中真っ暗

闇になり、人々のざわめきが激しくなりました。 



私と友人は顔を見合わせて沈黙を続け、騒ぎが収ま

るまで部屋から出られなかったことは今も忘れられま

せん。 



「浮 草」              ピアノ演奏：斎藤高順 



浮 草    作曲 斎藤高順 

1959年（昭和34年） 大映株式会社 

音源：『秋刀魚の味 －小津安二郎名作映画音楽集－』（日本クラウン株式会社） 



浮草 主題歌・ポルカ（昭和34年度大映作品より） 

 

この「主題曲」ははじめ民謡風のひなびた曲を用いる

予定になっていたところ、小津監督の希望で、劇の

内容にとらわれない品の良い曲を、ということで作ら

れたものです。 

 

従って映画では、タイトルとエンドにだけ使われており

ますが、弦の美しい調べは、映画の格調の高さを暗

示させます。 



続いての曲は「ポルカ」に変わります。 

実はこれがこの映画のテーマ音楽というべきもので、

冒頭旅役者の群をのせた連絡船が入るシーンに使

用されたほか、中村鴈治郎扮する主人公の現れると

ころでは必ずといって良いほどこの「ポルカ」が入って

おります。 



曲はアコーディオンとバイオリンが主に旋律を奏し、と

ころどころピッコロやマリンバが表面に現われる程度

の単純なものですが、小津監督は大変喜ばれて、こ

れ以後の映画には必ずと言って良いほど色々な「ポ

ルカ」が作られております。 

（解説：斎藤高順） 



【小津トリビア②】 

小津調サウンドとは何でしょうか？ 

小津調サウンドの代名詞はポルカです。 

では、ポルカとはどういう音楽を指すのでしょう？ 



ポルカとは、1830年頃にチェコで生まれた民俗舞曲

で、2拍子の速いリズムが特徴の音楽です。 

 

実は、日本でも流行ったポルカがありました。 

大阪万博で日本中が沸きかえっていた1970年に、

40万枚を超える大ヒット、シングルチャート10位を記

録したナンバーです。 

その曲とは一体何でしょうか？ 



答えは、「老人と子供のポルカ」でした。 

唄：左卜全とひまわりキティーズ 

 

当時76歳だった左卜全は、若い頃浅草オペラでオペ

ラ歌手だったそうです。 

ちなみに「ひまわりキティーズ」には、後に「ひだまりの

詩」の大ヒットで有名になったル・クプルの藤田恵美さ

んも在籍していたとのことです。 



また、斎藤は小津調サウンドについて、次のように

語っていました。 

 

「サセレシアやポルカのような音楽は、他の監督さん

の時にはやりませんでした。あれは当時にしても、流

行りのリズムというものではなかったですから。」 



斎藤は、1959年（昭和34年）『浮草』、1960年（昭

和35年）『秋日和』の間頃、日活で次の2作品の音楽

を担当しました。 

 

『銀座旋風児（ギンザマイトガイ）目撃者は彼奴（きゃ

つ）だ』…小林旭主演、浅丘ルリ子他 

『あじさいの歌』…石原裕次郎主演、芦川いづみ他 

 

「あじさいの歌」 唄：石原裕次郎 



完全に小津調です！ 



小津調サウンドは、実は斎藤調サウンドだったのです。 

 

斎藤は 「何を書いても小津調とからかわれた。」 と

当時を述懐して苦笑していました。 

 



作曲家デビューの頃 

作曲家を志した若き日（昭和24年頃） 

BGM：『秋日和』より「榛名湖の食堂で」 作曲：斎藤高順 



1947年（昭和22年）の3月に東京音楽学校（現東京

芸術大学音楽学部）を卒業しましたが、続けて研究

科に残してもらい、そして1949年（昭和24年）3月に

は研究科を修了しました。 

 

当時は、まだテレビもない頃で、ラジオも民放はなく

NHKしかありませんでした。 

BGM：『秋日和』より「アヤ子の結婚」 作曲：斎藤高順 



その頃、作曲家の仕事で最大の収入源は映画音楽

を担当することでしたが、早坂文雄さんや伊福部昭さ

んなどが活躍中で、私には夢のまた夢のようなことで

した。 

 

その頃から、民間放送局が次々と誕生し、劇伴の仕

事がだんだんと増えてきました。 



徹夜で作曲すると、泊まり込みの写譜屋が次々に

パート譜を作り、夜明けとともにそれを持って数ヶ所

の放送局へ出向き、かけ持ちで指揮棒を振る日々が

続いたりしました。 

 

研究科を卒業したばかりの頃、ピアノと指揮法を指導

していただいた金子登先生から、松竹大船撮影所の

お偉方と親しい方を紹介していただきました。 



その方の紹介状を持って大船撮影所へ行ったところ、

松竹の音楽部に連れて行かれ、作曲や指揮の先生

に会わせていただきました。 

 

しかし、そう簡単には映画の仕事は廻ってこず、その

後はラジオの仕事の方が大変忙しくなってしまったの

です。 



そして、松竹へお伺いしたことさえ忘れかけていた頃、

突然大船撮影所から私に連絡が入りました。 

 

この連絡が、その後の私の運命を大きく変えることに

なったのです。 



「秋日和」             ピアノ演奏：斎藤高順 



秋日和    作曲 斎藤高順 

1960年（昭和35年） 松竹株式会社 

音源：『秋刀魚の味 －小津安二郎名作映画音楽集－』（日本クラウン株式会社） 



秋日和 主題曲・ポルカ（昭和35年度松竹作品より） 

 

里見弴原作による映画『秋日和』の主題曲は、美し

い母娘（原節子、司葉子）のテーマというもので、弦

の斉奏による音階のあと、爽やかな中にも一抹のわ

びしさを秘めて奏されます。 



特に、娘の結婚を前にして母娘が榛名湖に旅行する

シーンは、美しく思い出されます。 

 

「ポルカ」は、母の再婚話を進めるために娘の友人

（岡田茉莉子）や亡父の親友（佐分利信）たちが色々

骨を折る場面にしばしば現われる音楽です。 



軽快な曲にも拘らずなかなか画面を引きしめて評判

の高かったものです。 

他のポルカと同様アコーディオン、バイオリン、木管等

が旋律を受け持っております。 

（解説：斎藤高順） 



休 憩 


